「イエスの死」
　マルコ１５章:
33 昼の十二時になると、全地は暗くなり、それが三時まで続いた。:34 三時にイエスは大声で叫ばれた。「エロイ、エロイ、レマ、サバクタニ。」これは、「わが神、わが神、なぜわたしをお見捨てになったのですか」という意味である。
35 そばに居合わせた人々のうちには、これを聞いて、「そら、エリヤを呼んでいる」と言う者がいた。
36 ある者が走り寄り、海綿に酸いぶどう酒を含ませて葦の棒に付け、「待て、エリヤが彼を降ろしに来るかどうか、見ていよう」と言いながら、イエスに飲ませようとした。:37 しかし、イエスは大声を出して息を引き取られた。:38 すると、神殿の垂れ幕が上から下まで真っ二つに裂けた。
39 百人隊長がイエスの方を向いて、そばに立っていた。そして、イエスがこのように息を引き取られたのを見て、「本当に、この人は神の子だった」と言った。:40 また、婦人たちも遠くから見守っていた。その中には、マグダラのマリア、小ヤコブとヨセの母マリア、そしてサロメがいた。:41 この婦人たちは、イエスがガリラヤにおられたとき、イエスに従って来て世話をしていた人々である。なおそのほかにも、イエスと共にエルサレムへ上って来た婦人たちが大勢いた。

「イエスの死」

説教要旨
　マルコ１５：３３－４１には、わたしの見方では五つのことが記されえあるように思います。
1 超自然的現象が起きたこと。すなわち、キリストの十字架と共に、全地が暗くなったことと神殿の至聖所と聖所を隔てる幕が裂かれたこと。
2 キリストは十字架の上で「エロイ、エロイ、レナ、サバクタニ」と叫ばれたこと。
3 兵士たちが飲む酸いぶどう酒を憐憫からローマの兵士がイエスの飲ませようとしたとき、居合わせた見物人は、エリヤが来ると思った。イエスは、大声をあげて息を引き取られた。
4 百人隊長が「この人は神の子であった」と語ったとあります。
5 イエスの十字架に数人の女性の弟子たちがいたこと。
それぞれ意味がある記事なのですが、大ざっぱになることを恐れながら簡述したい。
【奇跡】
　イエスの十字架の最中、全地が暗くなったとあります。すぐに日食を考えるものもいますが、過越は、満月の日に行われます。日食は新月のときしか起こりません。また天体学の研究からこの時期、当地で日食があったと計算されていません。そこで、多くの学者は、このとき砂漠からやってくるシロッコという強い乾燥した風が吹いたと想像します。砂漠から砂塵を巻き上げるために日中で、あたりは暗くなるのだそうです。しかし、単なる自然現象では済まされません。
ちょうどキリストの十字架のときにこのような現象が起きたことはそこに神の意志を見ます。イエス・キリストの十字架は世界が暗くなってしまうほどの神の激しい怒りの現われと見てよいのだと思います。

【神殿の至聖所と聖所を隔てる幕が裂けた】
　神殿の至聖所と聖所を隔てる幕は出エジプト記２６：３３に記されています。そしてレビ１６：２によれば、大祭司は１年に１度だけ、贖罪の日（第７の月の１０日）その幕を越えて至聖所に張ることが許されていました。しかし、ヘブライ１０：２０で、「イエスは、垂れ幕、つまり、ご自分の肉を通って新しい生きた道を私たちのために開いて下さったのです」とあり、キリストの十字架によって、新しい永遠の祝福に満ちた道が開かれたことを示すと理解されます。　
十字架の際のこの現象はこのように解釈されてきました。単なる自然現象であっても、そこに計り知ることができない神の意志を読みとることができます。このようなことは祭司でなければ目撃することはありえません。使徒６：７によれば祭司の中でもキリスト教会に加わるものがいたと記されていますが、そのようなキリスト者になった祭司の証言であったと思われます。

【詩編２２篇】
　さて、キリストは十字架の上で、「エロイ、エロイ、レマ、サバクタニ」と叫ばれたとありますが、キリストは、この言葉が含まれている詩編２２を唱えるか、歌われたのではないかと想像されます。当時のユダヤ人は幼少期から礼拝で、家庭で、詩編を歌いました。だから、大抵のユダヤ人は、詩編を全部暗誦することができました。イエス・キリストも詩編２２を暗記していたに違いありません。何故、キリストはこの詩編２２を選ばれたのか。十字架でキリストはこの詩編２２全体を歌われていたと想像しても良いのだと思います。
　キリストはここではアラム語でこの詩編を唱えられたことになっていますが、他の福音書は聖所の言語であるヘブライ語で唱えられたと記します。どちらであると確定することは困難ですが、いずれにしてもキリストは詩編２２を唱えられたことは間違いありません。
　福音書は、キリストは詩編２２：２だけを唱えられたかのように、この１節だけを記録しますが、十字架の上でのかなりの時間、キリストが詩編２２全体を唱えられた可能性のほうが大きいと考えられます。詩編のこの箇所（２２：２）だけでしたら、キリストは絶望の言葉を詩編から引き出しただけと理解することになります。キリストは十字架の上で断末魔の叫びと共に、全く絶望状態に置かれていた。そのようにここを解釈する人もいます。キリストは神に見捨てられたという思いで満たされて詩編２２を唱えられたというのです。
しかし、そうは思われません。詩編は、決して絶望だけを語っているのではありません。詩編、２２の最後で詩人はこのように語っています。「わたしの魂は必ず命を得、子孫は神に仕え、主のことを来るべき代に語り伝え、成し遂げてくださった恵みの御業を民の末に告げ知らせるでしょう」これは勝利の歌です。決して詩人はどうしようにもない絶望を歌っているのではありません。苦悩の後に神の大いなる勝利が高らかに歌われます。
　キリストがこの詩編２２を唱えるか歌うかされたというのであれば、キリストは十字架上で苛酷な苦しみに耐え、絶望状態にあるというだけではなく、苦しみの中で、すでに神に対して希望を抱いているということが明らかになります。キリストの苦難の激しさを緩和することはできませんが、その十字架でキリストは勝利を確信しておられたのです。
【預言者エリヤ】

　第三番目のこと、これがこの箇所のメインとなる記事であることは確かです。そこに居合わせた人々、見物人は、イエスがエリヤを呼んでいると思ったとあります。イエスが、詩編２２を大声で唱えられたとき。聞いていた人々が、エリヤを呼んでいると聞き間違いをしたのだという説もあります。そうかもしれませんが、当時の民衆の素朴な信仰には、危機にある時、ユダヤ人を助けるのはエリヤだと信じられていました。預言者エリヤはユダヤの危機のときに天から戻ってきてユダヤ人を救済する。イエスもそのような信心を持っていたはず。だから、見物人はこの場に及んでイエスがエリヤに助けを求めていると思ったのです。

　ローマの兵士たちは、イエスに水分を与えようとします。酸いぶどう酒はそれ自体安物の飲料で下級兵士や庶民の飲み物でありました。兵士の一人がおそらくは憐憫の情から、イエスに水を飲ませようとしたのでしょう。
　その時、一人が、「待て、エリヤが助けに来るかどうか見ようではないか」と言ったとあります。見物人にとってキリストの十字架はあくまで見世物でした。十字架に際して天地が暗くなるほどの現象が起きています。それでも、その人々にはキリストの十字架は見世物にすぎないのです。十字架を眺めても大抵の人々はそれだけで終了です。そこに何ら神の意志を汲み取ろうとなどはしません。

【大声をあげて息を引き取られた】
　キリストは大声をあげて息を引き取られます。キリストは今まで苦痛に耐え、衰弱していました。だから、ここに記されているように最後に大声をあげるとは信じられないという人もいます。
しかし、これはまぎれもない事実です。どういうことをキリストが言われたのかマルコはいっさい記しませんが想像できます。キリストはすべてのことを成し遂げられたと言う思いをこの大声に託されたと見ていいのではないでしょうか。

　神の救いの計画は成就したのだという叫びであったと思います。キリストはついに地上で成し遂げようとした御業を全うされました。このような、キリストの確固たる思いが、本来なら信じがたい場面が記されます。ついに、「大声をあげて息を引き取られた」でした。

　十字架は決してキリストの敗北のときではありませんでした。それどころか勝利に至る大きな意味の含まれる瞬間でありました。

【百人隊長】
　ここに百人隊長が登場します。彼はすばらしい告白をしたと見えるかも知れません。この百人隊長はこの後聖書には登場しませんので、キリスト者になったのかそうではなかったのか知るよしもありません。彼はユダヤ人から見れば異邦人です。このような人物が、キリストは神（の子）であると言うのは驚きです。おそらく彼は文字通りの意味で、十字架につけられたキリストを神の子とであると言っているのではないと思います。ルカ２３：４８では、この人が言ったのはイエスが「正しい人」であったのだと認めているだけです。
　彼はキリストの神性を直ちに理解したわけではありません。しかし、彼は今まで処刑されてきただれとも違うものを感じ取ったに違いありません。彼がいわゆる異邦人であれば、人が神になるという教えには抵抗しなかったと思います。ローマ皇帝も神として崇められます。人間の神化思想には珍しく感じていなかったと思います。しかし、それでも特別な印象を与えられました。人間を越えている何かをここに感じ取ったと言わざるを得ません。神の子であると言う言葉の意味を正確に把握してこの言葉を語ったのではないにしても、見物人以上にキリストをしっかり捉えています。見物人と著しい相違を百人隊長は言葉で表現したのです。

【女性たち】
　最後に、女性たちの名が記されていることです。他の福音書から分かりますように、最後のサロメは、ヤコブとヨハネの母でありました。

 何故わざわざこのような女性の名をあげているのか。第一の想像は、キリストの弟子たちがこのところでは姿を現さず、逃亡したことと関わりがあります。男性の弟子たちはまさしく逃げ去ったのです。それは無様な姿です。女性の弟子たちだけがそこにいたことと対比されます。日ごろはどんなに勇ましい言動をしても蜘蛛の子を知らすように姿を消してしまっています。このような解釈の余地もありますが、むしろ、キリストの十字架の証人とされたことを表わしていると見ることができるでしょう。

　女性弟子たちは、男の弟子たちが姿を消してしまい、不在のために、目撃者になれないとき、むしろ、彼女たちがキリストの受難を証言してくれています。二、三人以上の目撃者の証言は信じるに値します。彼女たちはこのところで、キリストの十字架をこのような正確さをもって私たちに強力に語ってくれています。（おわり）
